
















ーとある (1953年に cooklaboratoryが外側と内側にそれぞれの溝を作ったレコ ー
ドがある）。
新版のオーディオ・ハソドプック（注3)では，スピーカーシステムの一項と し





















































ヘッドホンの専用アンプ (StaxSR-4S, SRM-L他）の増幅度は約60dBあり ，最
大出力が 400V とした場合，入力は 400mVあればよいことになります。










きは， 0.01%の測定器が必要に .1% 








この中間アンプも増幅度を • 4 • 6 1 V . 2 4 6 lOV 
増したりすればもっと少ない歪 第1図 ブリァ｀ノブ歪率特性
率のものができますが，増幅段を少なく， ・歪率を低く ，出カイソヒ゜ー ダンスを下
げ ...と慾ばって• ..'"O 
このアンプから出カケーブルによって各席に配線しているのですが，いま使っ
ている電話用のケープル (10対）は，各線間の容盈が約1,000-1, 800 pFあり（最も長
い所で約10m), このため出カイソビーダンスが高いと高域でのクロス ・トー クが問題
になります。このアソプの出カインピーダンスは約50Qですが，それでももっとも
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100%, こんなことはありえないことですが，前記の 40dBで1%, 60dBで0.1%.



























電圧計 菊水 161C, 163. 
発振器 NF設計プロック CR-107A, 菊水 418A, B. 
歪率計 NF設計プロック DM-151B, KM-03 (自作品）
シンクロスコ ープ トリオ cs—1570E, リーダー LB0-301. 
ォーディオテスタ 菊水 651.
（注）
1. オ ー ディオ ・ ハソドプック（昭5舷~) p, 261 オーム社
2. アマチュア・オーディオ・ハソドブック（昭31年）オーム社
3. 新版アマチュア・オーディオ・ハンドブック（昭43年）オーム社
4. Hi-Fiヘ ッドフォソのすべて ステレオサウソド別冊（昭53年）




Hi-Fiヘッドホンのすべて ステレオ ・サ ウソド 昭53年
雑誌＝ラジオ技術 ・無線と実験• 電波科学 ・オーディオピープル・日本音響学
会誌 •NHK技研月報
くバイノーラル ・レコード（テープ）〉
。オーディオ・テクニカル・レコ ー ト コロムビア XL-7001-3 
oプロフェショナル・シリーズ Vol. 13 東芝 LF-90003 
0 驚異の360°パノラマサウンド フォノグラム FDXー200
。慾異の360°パノラマサウンド パート 2 フィ リップス FDX—275 
。衝撃の実験／これがバイノ ーラルだ Vol. 1-2 ビクク ー VIBN-1-2 
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フム FDX-330 0 ドラムスナイト フォノク｀‘—
0 バイノ ーラルヘの招待 テイチク GM-1101 
0 バイノーラル・テストレコ ー ド ナボレックス 3ERs 403 
。怪談牡丹燈簡 ヒ‘‘クク ー RVL-7102 
0 バイノーラル・デモテープ ビクター DT-684 
くヘッドホン関係文献＞
ステレオはコソデソサー・レジーバーで（林尚武） ラジオ技術 昭35.1 
ステレオ・ヘッドホンについて（山本晴宗） 日本オーディオ協会誌 35.7 
SR-1の構造・ 性能と専用アンプの製作（林尚武） ラジオ技術 36.8 
モニタ用イヤ ーホンの改善（山本武夫） 放送技術 37.7 
ステレオ・ヘッドホンの特長（太田一穂） ラジオ技術 40.9-10 
コソデ‘ノサー・ヘッドホ‘ノ（丹羽久雄） 電波科学 41. 6 
コソデンサー・ヘッドホ‘ノ用アンプの試作（矢沢芳夫） 電波科学 41. 8 
両耳聴の心理物理（徴久雄） NHK技研月報 42.5 
ステレオ・ヘッドホソの構造と性能（山本武夫） 電波科学 45.11 
ヘッドホ‘ノの音と使用感（桜庭昭治） 電波科学 45.11 
接耳スピーカ、ンステム（小塩玄也） ラジオ技術 46.1 
ヘッドホ‘ノによる 4chステレオ聴取実験（倉矢納） ラジオ技術 46.3 
バイノ ーラル・レコ ー ド ラジオ技術 46.4 
ステレオ ・ヘッドホ‘ノのヒヤリングテスト（金子英夫） 電波科学 46.6 
バイノーラル ・ レコ ー ドをきく（小塩• 高城・乙部） ラジオ技術 46.6 
ステレオ・パー ツ研究室 あなたならどう聞く？ ステレオ芸術 46.10 
4ch用ヘッドホソ（小塩玄也） ラジオ技術 46. 12 
ステレオ・ヘッドホソの圧迫感はなにか ： ラジオ技術 46.12 
「クナベ•、ンステム」誕生録（田辺四郎） ラジオ技術 46.12 
ステレオ ・ヘッドホンのヒヤリソグテスト（金子英夫） 電波科学 47.9 
ヘッドホンの失敗のない選び方（長岡鉄男） 電波科学 47.9 
ステレオ・ヘッドホ‘ノの電気的特性について（山本晴宗） 電波科学 47.9 
最近のヘッドホ‘ノの構造とその動作（金田正一） 電波科学 47.9 
ヘッドホンにおける再生音のしくみ（藤田尚） 電波科学 47: 9 
ヘッドホ‘ノの盲点をつく（岡原勝） 電波科学 47.9 
ヘッドホソ（山本晴宗） 日本音磐学会誌 47.9 
椅子スピーカとヘッド・スピーカの製作（小塩玄也） ラジオ技術 48. 1 
4chヘッドホ‘ノ（太田一那） 電波科学 48.1 
4チャソネル・ステレオ音楊の方向定位（中林克己） NHK技研月報 48.1 
エレクトレット・ヘッドホ｀ノ（跡地• 青井） ラジオ技術 48.2 
4chヘッドホンの問題点をつく（岡原勝） ラジオ技術 48.4 
続 4chヘッドホ‘ノの問題点をつく（太田・山本）． ラジオ技術 48. 7 
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ヘッドホソ用レコード演奏装11(5)
4chヘッドホソtこ期待する（岡原勝） ラジオ技術 48.9 
ダミ ・ー ヘッド・マイクを使った録音の実験（三浦稲敏） ラジオ技術 48.10 
ハイファイシソボジウム73:ラジオ技術臨時増刊 48.12 
ヘッドホン規格 録音のすべて ：（音楽之友） 48.11 
ヘッドホ‘ノの機能と選び方（神崎一雄） ステレオのすべて '74 48. 12 
コソデンサー・ヘッドホンを試聴する（小塩玄也） ラジオ技術 49.5 
「クナベ・ンステム」誕生録（田辺四郎） ラジオ技術 49.2 
ダミ ・ー ヘッド・マイク録音のレコ ー ドをきく（小塩・田辺）ラジオ技術 49.7 
バイノ ーラルでも音は前に出る（岡原勝） ラジオ技術 49.7 
ヘッドホソ，その現状と問題点を探る（小塩玄也） ステレオ芸術 49.8 
バイノ ーラル ・レコ ー ド（涌外情報）（小田間作志） 電波科学 49.9 
岡原勝氏にきく：ステレオ 49.9 
Sony ES REVIEW: Vol. 16 Summer'74 
みんなほんとうのステレオを聴いているのだろうか？（岡原・瀬川） ステレオ
サウンド秋 49. 10 
オーディオ・テクニカル・レコ ー ド：コ ロムビア XL-7002 
国内／海外製ヘッドホソの展望（岡原勝） 電波科学 49.11 
レコ ー ド音楽のためのオーディオ ・テ クニック入門（山崎訛） レコ ー ド芸術
47.3 
モノ ーラル盤をより正しくきくための一つの手引（岡俊雄） レコ ー ド芸術
49.3 
ステレオ・ヘッド ・マイク（小田間作志） 電波科学 50.2 
フル・オ ープソニア型ステレオ ・ヘッドホン CTXー1について（川島正仁） 無
線と実験 50.2 
ヘッドホン購座（山本晴宗） ラジオ技術 50 . 2~5 
全面駆動形ヘッドホンの特徴（松本・湯浅） ラジオ技術 50.2 
海外ヘッドホ‘ノ 7種の特性 ：ラ ジオ技術 50.5 
ヘッドホンとは何か？ （山本晴宗） ラジオ技術 50.5 
当世風ヘッドホンの上手な使い方（石田善之） ラジオ技術 50.5 
国内ヘッドホソ21機種の特性：ラジオ技術 50.6 
ヘッドホ‘ノと私（高城重身弓） ラジオ技術 50.6 
コソデンサ・ヘッドホ‘ノ（丹羽久雄） ラジオ技術 50.6 
小塩式ヘッドホソ MKIの発表 C小塩玄也） ラジオ技術 50.6 
「アソビエスホ｀ノ」の効果（小塩玄也） ラジオ技術 50.10 
ドイツ雑誌におけるヘッドホンの解析をみる ラジオ技術 50.10 
読者の研究（評者小塩玄也） ラジオ技術 .50.10 
バイノーラル (NBK資料第 1号） 日本バイノ ーラ ル研究会
ダミ ・ー ヘッドで録音する （石田菩之） ラジオ技術 50.12 
ヘッドホソ専用レコードを試聴して（小塩・ 石田） ラジオ技術 51. 2 
ダミ ー ・ヘッド録音の特徴と問題点（二階堂誠也） 電波科学 51. 3 
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NHKにおけるダミー・ヘ ッド録音とその実験（植田清孝） 電波科学 51.3 
普及形ダミ ー ・ヘ ッドマイク， RP—3280E の特徴（小暮拓世） 電波科学 51. 3 
アソビニンスフォソの試聴レポート（小林利之） 電波科学 51. 3 
最近のダミ ・ー ヘッド展望（岡原勝） 霞波科学 51. 3 
ステレオ音響の話題から（二階堂誠也） NHK技研月報 51. 4 
本格的ダミ ー・ ヘッドマイク（小荘・新保 • 藤井） 無線と実験 51. 4 
ヘッドホン用ロ ・ー プレソド回路の研究（渡辺賢次） ラジオ技術 51. 4~5 
バイノ ーラル ・サウンドの原理（岡原勝） ステレオ 51. 5 
ヘッドホン何がよいか？（岡原勝） オーディオビープル 51. 7 
アソビニンスホンの特徴（山田 ・菊地） ラジオ技術 51. 7 
私のバイノ ーラル録音再生方式のすすめと実際（西巻正郎） ラジオ技術 51.7 
ロ ・ー プレンド回路についての補足（渡辺授次） ラジオ技術 51. 7 
ヘッドホソ ・ガイド '76 岡原研究所
ヘッドホソの新しい世界 ステレオ 51. 9 
バイノ ーラル録再の楽しさ ラジオ技術 51. 9 
バイノ ーラル録再の実験（高橋三郎） ラジオ技術 51. 9 
バイノーラル・レコードを試聴する（小塩玄也） ラジオ技術 51. 9 
バイノ ーラル録音をたのしむこつ（石田善之） ラジオ技術 51. 9 
スピーカとヘッドホ‘ノを使った新しい音場再生への試み（倉矢納） ラジオ技術
51. 9 
音は耳の中をどのように伝わるか（田辺四郎） ラジオ技術 51. 9 
「バイノ ー ラルヘの招待」の特徴とその録音法（渡辺 • 小倉） ラジオ技術 51.9 
バイノ ーラル・ヘッドホソ・マイク（清水宏記） ラジオ技術 51. 9 
バイノ ーラル・レコ ー ド再生法アラカルト（和田則彦） 無線と実験 51.12 
バイノ ーラルの新しい考え，バイホニックについて（森寿矩） 無線と実験
51.12 
ステレオ・ヘッドホンの実験と試作（小松明） ラジオ技術 51. 12 
スピーカとヘッドホンを使った新しい音場再生への試み（倉矢納） ラジオ技術
52.2 
コンデンサ・ヘ ッドホ‘ノの特徴（丹羽久雄） ラジオ技術 52.2 
バイノ ーラル録音再生システムとその理論 ソニーESREVIEW Vol. 26 
バイホニック技術の原理と特徴（藤木五郎） 電波科学 52.3 
及川公生の音録り噺 電波科学 52.4 
ソニ ・ー ツミュレージョン ・ヘ ッドの特徴（天外伺郎） ラジオ技術 52.6 
BED遅延素子の音咽再生への応用（山田朋寿） ラジオ技術 52.7 
ヘッドホソ ・ガイド '77 岡原研究所
ニクセレン トパーツプリビュー（落合崩） オーディオピーブル 52.11 
A4/MK4の特徴（丹羽久雄） ラジオ技術 52.11 
エレクトレットの新技術（薬師寺 ・小林） ラ、ジオ技術 52.11 
学会だより（解路一種） ラジオ技術 53.3 
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ヘッドホソ用レコード旅泰装四(5)
オーディオずいそう（山本晴宗） ラジオ技術 53.3 
Hi-Fiヘッドホンのすべて ステレオサウンド別冊 53.3 
オーディオ時評（岡原勝） オーディオピ ープル 53.4 
学会だより（解路一種） ラジオ技術 53.7 
読者の研究（伊藤章） ラジオ技術 53. 7 
ォーディオハンドプック オーム社 53. 
ヘッドホン考現学（丹羽久雄） オーディオピープル 53.9 
ヘッドホン15機種のフルテスト（行方洋一） オーディオピ ープル 53.9 
ヘッドホンその歴史と測定（小田問作志） 電波科学 53.9 
偏見的現代オ ーディオ論（土屋赫） 週刊 FM 316号 54. 1 
学会だより（解路一種） ラジオ技術 54.1~2 
FM放送におけるバイノーラル収音と再生（辻本廉） 電波科学 54.2 
バイフォニック・ミキシング・サウソドってどんなもの？（森寿矩） オーディ
オピープル 54.4 
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